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◆3.11被災地慰霊祭(釜石・陸前高田にて)

◆花巻LCのメンバー紹介

◆花巻東LC家族会員の活動報告

◆アクティビティの紹介

 （紫波LC・久慈LC・北上国見LC・水沢LC・平泉LC・

 大槌LC・陸中宮古LC・花巻LC・千厩LC）

◆3月のアクティビティ 他



　東日本大震災から5年が経過した、3月11日に陸前高
田・釜石の両市にあるライオンズクラブ鎮魂の碑に周辺
クラブと共に筒井學地区ガバナーも献花しました。
『�あの痛ましい大震災と大津波に襲われた日から、すで
に5年の歳月が流れました。
　�あの時、亡くなられた方々の無念さ、最愛のご家族を
亡くされたご遺族の深いかなしみに想いをはせ、ここ
に衷心より哀悼の意を表します。
　�私どもは「あの日を忘れることは、ないでしょう」そして
「あなた方を忘れません」』
と哀悼の言葉を述べました。

鎮魂の碑に献花

釜石

陸前高田
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　東日本大震災直後、内陸地域
は直接的に大きな被害を免れた
ものの、観光関連業を営む私は、
絶望の中にありました。一時は廃
業も頭をよぎったものの、被災県
の商品を購入しよう、被災地を訪
れよう、という全国からの大きな
支援の声に救われ、窮地を脱する
事が出来ました。
　震災から半年が過ぎた頃、そ
の御恩に報いる為にも内陸が沿
岸を支援しなければとの思いが強

くなり、日本海と太平洋を結ぶ交
流施設「結海（ゆうみ）」が誕生し
ました。当時、花巻には沿岸から
500人を超える方々が避難して居
り、その人達を雇用する事業に採
択され、平成24年春オープンしま
した。あれから4年、被災地の商
品を販売し、情報を発信し、心の
交流を続けて参りました。小さな
個人企業の限界を感じつつも、多
くの方 と々の出逢いと絆を深め、
交流の拠点としての役割を果たし

たとの想いで、3月末で事業を終
了しました。
　震災から5年、復興にはまだま
だ時間が掛かります。事業として
の結海は閉店しましたが、私はこ
れからも支援の思いを忘れる事な
く、引き続き結海スタッフと共に、
当社金婚亭の一角にコーナーを
設け、震災を風化させないという
思いで活動を続けて参ります。

被災地とつながる心の交流
花巻LC L阿部 久美子
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　家族会員の活動は一般会員の
方々が各ご家庭で、ライオンズクラ
ブの奉仕活動について 熱く語るこ
とから始まっていると思います。
　花巻東LCのLL・家族会員の活
動としては毎年、移動例会・清掃
活動・献血活動への参加協力を
しておりますが、昨年度から新た
な活動が積極的に行われるよう
になりました。

●�昨年春、家族会員の方から「LL
を対象として何か趣味の講座
の様な集まりを行いたい」との
申入れがクラブにありました。
その申入れを受け、検討した結

果、12名のLL、家族会員参加
で「革細工講座」が実現し、好
評を得ることが出来ました。
●�昨年秋、今度は「革細工の小物
を製作、販売し、益金を何処か
の青少年を対象とした施設に
贈りたい」との申入れあり、クラ
ブでは了解しました。
●�即、十数名参加で製作活動が実
行に移され、多くの革製品の小物
（花のブローチ・小銭入れ・メガネ
ケース等 ）々が出来上がりました。
●�今度は、その作品をＸmas家族
会（花巻クラブと合同）参加者
に買ってもらい、約11万円の益
金を出すことが出来ました。

●�その後、検討を重ねて「石鳥谷
町にある 清光学園」に益金を
贈呈する事が出来ました。
　�今回のLL・家族会員の行動が
実を結び「又、何か行いましょ
う」との声があがった事は言う
までもありません。この活動は
会員同士の親睦が見事に深ま
り、間違いなく次につながって
行くと感じました。

　最近では、第62回年次大会
の祝賀会会場に少しでもなごみ
の空間を演出しようと、手作りの
品々の製作を皆さんで頑張って
おります。

家族会員の活動報告
花巻東LC　FWTクラブリーダー　L小瀬川 千枝子
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　毎年、紫波町総合体育館（生
涯スポーツの町、紫波町）におい
て、紫波町スポーツ少年団柔道剣
道大会の寒中けいこ試合に、つき
たてのお餅をクラブ会員・ライオン
レディがふるまっております。
　今年で30回目のアクティビティ
になります。

　アクティビティ当日、クラブ会
員・ライオンレディは、前日から
準備していたもち米（紫波町産）
30kgを早朝から、子どもたちの大
好きなあんこ餅やきなこ餅に加工
し、また特製のおいしいおしんこ
も添えておもてなしをしています。
　今では珍しくなった杵でのもち

つき体験。「けっこう力が必要だ
ナ」と言いながら楽しそうについ
ていました。自分たちがついた餅
なので、おいしさも格別のようでし
た。心技一体の精神を培い、粘り
強く健康でたくましく、かつ思いや
りのある人に育つよう成長を見守
りながら、継続して参ります。

私のクラブのアクティビティ紹介

［紫波LC］
スポーツ少年団柔道剣道大会激励

会長 L高橋 純子
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　ライオンの皆様は、タイトルを拝
見し単なる野球かと思われるで
しょうが、参加資格はスポーツ少
年団員で傷害保険加入者である
こと。但し、6年生を除く選手であ
ることです。但し書きがこの大会
「新人交流大会」の言わんとする
ところで、勝敗よりは交流を第一
に考える大会です。ちなみに前回
大会は登録選手中1〜3年生が64
人と33％を占めました。
　遡ること2003年が記念すべき
第1回大会です。
　久慈市内のスポーツ少年団13
チームが参加し、優勝を目指して
グランドを駆け回りました。
　2016年で第14回となります。前
回大会の参加チームは久慈市内

11チーム、野田村・普代村・盛岡
市玉山区・田野畑村の15チームの
参加でした。野球をする子供が少
なくなったのか、子供自体が少な
くなったのか。
　交流大会の名に相応しいこと
は、試合会場の準備にもあります。
　大会の規模に合わせた会場整
備、外野のネッ卜張り等を行いま
す。その担当は、試合組合わせ抽
選会場の抽選番号で決めます。
抽選後は参加した監督と会員が
交流し貴重なご意見を頂きます。
　開会式や閉会式・試合の進行
や選手の紹介は両チームのお母
さんたちが担当します。マイクのス
イッチを切り忘れて声援すること
もあり、試合会場を和ませること

もあります。
　試合は、7回戦、試合時間は1時
間15分とする方式です。
　「0−32」。11時52分開始、13時
08分終了。予測できますか。一度
もバッターボックスに立たない選
手がおりました。これは反省点で
す。相手チームの了解が必要です
が、全員バッターボックスに立た
せてから試合終了にしたいもので
す。
　足の速い選手でした。ランナー
一塁、二塁打を打ちました。二・
三塁になり次打者の時、スピード
違反・脇見運転・追い越し禁止違
反・本塁生還セーフ、結果はアウ
ト、選手は一生懸命、審判も一生
懸命、子供は正直です。

［久慈LC］
久慈ライオンズクラブ杯 学童野球新人交流大会

会長 L三上 修悦

私のクラブのアクティビティ紹介
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　継続アクティビティの中から3つ
をご紹介させて頂きます。
　1994年から知的障害者施設
「萩の江」との交流会。今年度
で22年。焼きそば・豚汁・バーベ
キューなど120人分の料理を作る
作業、ライオンは勿論ですがライ
オンレディの活躍です。食事を楽
しみながらの屋外でのカラオケ大
会。別れ際に満面の笑顔で「カラ
オケ楽しかったよ！料理が美味し
かったよ。また来てね！」との言葉
に「また来るからね！」と感動を覚
える一日となっています。
　2000年からは「老人ホーム北

星荘」を訪問。いつまでもお元気
でと心をこめて最高齢者へ花束の
贈呈、民謡・演歌など多彩な音楽
ショーを楽しんで頂き180人分の
お寿司の提供を継続しています。
　2013年からは子供達のスポー
ツ活動への支援を目的に、毎年
7月友好クラブが主催する「本荘
LC旗 小学生女子ソフトボール大
会」が2日間にわたり開催。北上
からは3年連続「いわさきスポーツ
少年団」の子供が約20名・保護
者・ライオンを含め35名がバスで
出発。車内では自己紹介から始
まり、大会に向けた目標を語り合

いました。出場12チーム、今年度
は初戦を突破することができまし
た。子供たちの笑顔が私たちを元
気にしてくれます。数々のアクティ
ビティを通じてライオンとしての誇
りを持って頑張っています。一年
に一度のふれあいですが再会で
きる日が楽しみです。
　当クラブは、今年11月6日（日）
CN4 0周年記念式典をブラン
ニュー北上で開催します。
　332-B地区の皆様には是非ご
出席をお願い申し上げます。

私のクラブのアクティビティ紹介

［北上国見LC］
アクティビティへの笑顔

会長 L高橋 純也
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　1961年（昭和36年）2月24日、盛
岡ライオンズクラブのスポンサー
で県内2番目、全国254番目のクラ
ブとして誕生しました。
　創立をしていただいた初代会長
（鈴木勇）をはじめ、チャーターメ
ンバーの熱き思いを受け継ぎ、歴
代会長を中心として、We Serveの
精神を忘れずライオニズムの高揚
に努め、絶えず地域社会への奉
仕活動を続けてまいりました。
　1971年、長沼ライオンズクラブと

の姉妹クラブの締結は、その2年
後に行政体同士が姉妹都市を結
ぶことにつながり、今年が45年、
その絆は途切れることなく更に強
いものとなっています。地域の悲
願である「甲子園出場」期して立
ち上げたライオンズクラブ旗争奪
区内三中野球大会」は、記念すべ
き第30回大会となります。水沢中
央ライオンズクラブと共催してきた
「歳末福祉バザー」も15年目には
いります。大正時代の建物である

緯度観測所旧本館の保存、再活
用にも微力ながら助力をし、現在
「宇宙遊学館」として青少年を宇
宙に誘う［入口］になっています。
　復興支援活動も陸前高田市民
への温泉招待、大船渡赤崎小学
校、蛸ノ浦小学校への国際リニア
コライダーの出前授業、赤崎小学
校への桜の苗木の贈呈等の事業
を展開してきました。復興支援活
動のご協力いただきました皆様に
厚くお礼申し上げます。

［水沢LC］
チャーターナイト55周年のあゆみ

会長 L髙橋 俊一

私のクラブのアクティビティ紹介
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　平泉町内に障害者支援施設が
開所した1993年（平成5年）から
継続しているアクティビィティを紹
介します。重度の知的障害者支
援施設「黄金荘」の収穫祭として
「黄金祭」が毎年10月中旬に開催
されます。今では、私たちクラブの
恒例行事として定着しており、10
数名のメンバーと家族会員そして
地元女子中学生がボランティアと
して参加し、模擬店を運営してい
ます。やきとり、フランク、天ぷらを

販売、益金から食材費を事業収
益金として回収し、残金を黄金荘
へ寄付しております。
　今回は「第23回黄金祭」として
10月11日（日）に開催されました。
　当日はあいにくの雨にたたられ
ながらも多くの方々が来訪され、
参加メンバーは手を休める暇もな
く、食材の準備やら接客応対とそ
れぞれの持ち場で活躍していた
だきました。今期332-B地区アク
ティビィティスローガンであります

「家族と共にアクティビィティ」を
実践し奉仕することにより、かえっ
てくる笑顔と感謝の言葉にあらた
めて家族会員共々すがすがしい
気分になり、仕事に、遊びに、ライ
オン活動にさらに頑張ろうという
気持ちになりました。
　今後も「黄金祭」での模擬店運
営を行い、また、地域へ貢献する
アクティビィティとして続けていき
たいと思います。

私のクラブのアクティビティ紹介

［平泉LC］
私のクラブのアクティビティ

会長 L瀧澤 順昭
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　今年40周年を迎える私達のク
ラブは、5年前の大震災で多くの
仲間と活動の拠点である事務所
を失いました。また、会員の多く
が自宅や店舗（事務所）を流失し
て、いまだに仮設住宅に住んでい
る状況です。このような状況でも
「We Serve」の精神は忘れず出
来る事から少しずつアクティビティ
に励んでおります。
　最近の主な取組は以下の3点で
す。1点目は「子供の健全育成」の
取組。津波で遊び場や学校の校
庭等の施設の利用が制限されて

いる子供達がおもいっきり友達と
体を動かし、心身ともに健康に育
つようにスポ少の支援を続けてお
ります。具体的には「少年野球大
会」の後援団体として震災前から
継続して支援し続け、少年団から
甲子園球児も育っております。
　2点目として、「被災者の支援活
動」です、応急仮設住宅の居住者
を対象に県内外のライオンズクラ
ブの会員と共に支援物資の配布
や集会所での慰問を中心に活動
しています。その中でも能勢LCと
吹田LC（大阪）には3年間にわた

りトラックに満載した新米の提供
とふとん乾燥サービスの支援を頂
き、被災者から大変感謝されてお
ります。
　3点目は、「環境美化活動」で
す、毎月1回を目標に清掃を行って
います。特に、町内を一望できる
高台に有る「神戸から分灯」して
いただいた「希望の灯り」前の清
掃を定期的に実施しております。
　これからも、小さなクラブです
が皆で力を合わせ社会に貢献で
きる活動に取組んでまいります。

［大槌LC］
小さくても「今できる事」から再開

会長 L小川 一展

私のクラブのアクティビティ紹介
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　陸中宮古LCは来年4月に諸先
輩のご努力と関係各位のご協力
により創設35周年を迎える。それ
にしても世界的奉仕団体のライオ
ンズクラブ会員として奉仕するこ
とがあっても、よもや自分たちが
世界中から支援を頂く時がくると
誰が想像できただろう。
　3.11には市役所近くの当事務所
も全壊した。すぐに当時会長のL
佐藤昇を中心に数名で泥の排出
作業を開始したが重労働で、約
2ヶ月で復旧したが資料は全て流
された。
　被災直後から五所川原LCか
らのFax機をはじめ多種多様なア
クティビティが多数のLCから届い
た。その一つひとつに感謝しなが
らそれらの配布に嬉しい悲鳴を

上げることになった。
　京都嵐山LCから「復興祈願・
宮古夢灯り」へアクティビティを頂
き、毎年3.11にそれぞれの祈りを
込めてろうそくを灯してきた。今年
も静かに灯された。この事がきっ
かけで友好クラブの締結も行わ
れた。
　一方被災者の自立支援の拠点
設置を望んでいたL須賀原チエ
子は元会長のL横道廣吉のアド
バイスにより、浜田・亀山LCと出
会い、ライオンズクラブ国際協会
LCIFの支援により「みやこ体験
広場」を開設できた。この事が縁
で陽だまり支部が結成された。
　ここではショールームでの商品
紹介、「工房輝きの和」での裂き
織り制作、手仕事に繋がる講習会

等を行い、宮古市の復興に貢献
できる場になっている。この度4月
21日に宮古魚菜市場に「ものづく
りアンテナショップ umi」を出店
する。
　また、現在も東京や青森などの
多くのLCが買い物ツアーや酉の
市での出店など購買・販売協力に
よるアクティビティも続いている。
　陸中宮古LC結成35周年を迎え
るに当たり、今回の大震災による
世界中からのアクティビティへの
感謝を忘れることなく、鎮魂の思
い、自立への支援、そしてLCの奉
仕の心を胸に、今後も被災したク
ラブとしてアクティビティの在り方
を模索しながら前進していこうと
思う。

私のクラブのアクティビティ紹介

［陸中宮古LC］
継続するアクティビティを目指して

会長 L伊藤 邦夫
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　こぶし苑との交流会は、我がク
ラブの一メンバーがある機会を提
供してくれたのが始まりとお聞きし
ておりました。
　メンバーが常に授産施設の生
活基盤を安定させるアイディアを
気にしておりました。苑生が誰で
も簡単に出来る仕事が想い浮か
び、自身の本業であるクリーニン
グの一部をと考え、おしぼりのク
リーニングを提案され、自身の機
械も提供し、おしぼりのクリーニン
グを起動されました。今日まで苑
生との交流が出来たのもメンバー
の想いを行動に起こされて出来た
事であり、まさに332-B地区筒井

ガバナーテーマ「思う心、それを
行動に！」を実践したもので在ると
思います。
　2004年11月から苑生との昼食
会を実施、メンバーのすし店のご
協力を得、すしパーティを毎年計
画し実行し、苑生、職員、ライオン
ズメンバーも含め80数名の参加
で開催されております。苑生には
昼食がなにより楽しみ、毎年この
日は無礼講、食べ放題で本来の
食事は栄養指導の本での決めら
れた食事のみの為、苑生によって
は数人分のお代りをするつわ者も
続出、大盛況となっています。提
供する我 メ々ンバーも疲れが飛ん

でしまいます。
　数年前から、すしから丼類に切
り替え継続いたしており、苑生の
リクエストを取り入れながら今後
も継承いたします。食事会の他、
苑内の環境整備にも協力、桜、ブ
ルーベリー、ドウダン等の植栽も
実施させて頂いております。
　我がクラブは来年CN55周年を
迎える事となり、今年度実施計画
を作成中で在ります。各クラブメン
バーの皆様方に御案内致します。
万障お繰り合わせの上、是非花
巻においで下さるよう心からお待
ち申し上げております。

［花巻LC］
我がクラブのアクティビティ

会長 L晴山 正一

私のクラブのアクティビティ紹介
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敬老会はさわやか、
すがすがしい気持ちで
　今年も千厩LCでは老人ホー
ム千寿荘の散髪奉仕を実施しま
した。
　これは9月開催の千厩地区の
敬老会にさわやか、すがすがしい
気持ちで出席していただこうと30
数年続いている伝統あるアクティ
ビティです。

髪の掃除、車いすの戻しが役割
　このアクティビティはもちろん千
厩LCだけで出来るものではあり

ません。町内の理容業、美容業の
方々の献身的協力があって初め
てできるものです。私たちの役割
は散髪奉仕のための日程、人員、
配車の調整です。また散髪現場
での切った髪の掃除、また散髪を
終えた老人を元の部屋へ車いす
を動かし戻してあげることです。

プロの仕事はすごい、感謝
　80人を超えるご老人の散髪、
髭剃りを15~16人の理美容士さん
でこなすのですから大変です。て
んてこ舞いの忙しさです。ご老人

さんとて「もう十分に赤ちゃん状
態なのです！手が大変かかるんで
す！」2人がかりで1人のご老人の
散髪もあるんです。本当にプロは
すごい、感謝です。
　散髪奉仕のあとは施設の職
員、理美容業の皆さん、LC会員
の皆さんと一緒に昼食と茶菓を
取っていただき「また来年もお願
いします！私たちが元気である内
はご協力をお願いしますね！」が
繰り返される千厩LC会長の挨拶
なのです。

伊藤会長は散髪して落ちた髪をまじめにお掃除で〜す！ 敬老会はきれいさっぱりして行ぐべね！

敬老会はきれいさっぱりして行ぐべね！

［千厩LC］
30数年続く伝統ある散髪奉仕 今年も無事終える！　

理美容業の皆さんの協力に感謝・感謝！
幹事 L菅原 正行

私のクラブのアクティビティ紹介
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3月のアクティビティ
1R1Z

盛岡LC 9日 岩手県ユニセフ協会創立15周年

盛岡不来方LC
3日 みちのくこども療育センター

「不来方ライオンズ文庫」へ図書寄贈
14日 ひかりの箱募金
24日 LCIF＄1000献金

盛岡中津川LC 3日 陸前高田市竹駒保育園支援事業

盛岡観武LC
15日 ひかりの箱募金
17日 直接献血

盛岡南LC
14日 ひかりの箱募金
16日 LCIF＄1000献金

滝沢LC
11日 直接献血
24日 図書カード寄贈

玉山姫神LC 17日 ひかりの箱募金

3R2Z
一関LC 14日 ひかりの箱募金
平泉LC 23日 ひかりの箱募金
花泉LC 8日 新入学児童へランドセルカバー贈呈

一関中央LC
5日 献血推進活動
11日 LCIF＄1000献金
14日 ひかりの箱募金

一関厳美渓LC 2月28日 使用済み切手　5000枚送付

1R2Z

岩手LC
8日 沼宮内高等学校教育振興会
25日 献血推進活動

二戸LC
15日 ひかりの箱募金
29日 書き損じハガキ送付　241枚

西根LC 28日 八幡平市内3ケ所の
障害者就労支援施設へ物品寄贈

安代LC
11日 ひかりの箱募金
23日 献血推進活動

4R1Z

千厩LC
23日

新入学児童に「交通安全黄色いラ
ンドセルカバー」提供

29日 献血推進活動

大東岩手LC
2月15日 ライオンズ国際平和ポスター・コンテスト

4日 新入学児童へランドセルカバーの贈呈
東山LC −

藤沢岩手LC
8日 献血推進活動
24日 ひかりの箱募金

川崎岩手LC
15日 ひかりの箱募金
19日 LCIF＄20献金

室根LC 6日 蟻塚公園桜の手入れ

2R1Z

花巻LC
11日 ひかりの箱募金

26日 金星少年少女
オーケストラコンサート支援

紫波LC
14日 ひかりの箱募金
29日 献血推進活動

石鳥谷LC

1日 花北青雲高等学校卒業式

5日 ふれあい運動公園のソフトボール
会場にスプリンクラー寄贈

12日 花巻市立石鳥谷中学校卒業式
30日 LCIF＄1000献金

大迫早池峰LC 13日 梅園の剪定作業

花巻東LC
2日 家族会員手作り品革製品

販売益金を清光学園に贈呈
7日 LCIF＄1000献金
17日 矢沢デイサービスセンター慰問

東和猿ヶ石LC −

矢巾LC
2日 矢幅駅2箇所に「貸与用雨傘」設置
26日 すくすくネットワーク巡回指導

4R2Z

大船渡LC
25日 声の図書館の点検と整備
26日 佐久市・大船渡市ミニバスケット交流会

陸前高田LC −
住田LC −
大船渡五葉LC −

2R2Z

北上LC

2月1日〜2月29日 資源回収リサイクル活動
17日 健康啓発セミナー
23日 ひかりの箱募金
28日 あけぼの福祉作業所へタオル寄贈

和賀LC

3日 資源回収活動実施に伴う交付金
4日 LCIF＄1000献金
11日 ひかりの箱募金

〜24日 資源回収
4、14、18、25日 献血推進活動　7会場

25日 使用済み切手　7000枚送付

北上国見LC
11日 東日本大震災犠牲者5周年追悼式
16日 使用済み切手　2031枚送付

18、27日 献血推進活動

江釣子LC

8日 図書費寄贈
11日 東日本大震災犠牲者5周年追悼式
13日 献血推進活動
29日 アイバンク登録

3R1Z

水沢LC
6日 献血推進活動
8日 ひかりの箱募金

江刺岩手LC

2月20日 奥州市誕生10周年特集号にPR広告
1日 岩谷堂高等学校卒業式
1日 ライオンズ国際平和ポスター・コンテスト

江刺桜まつりボンボリ提灯

5日、6日 第15回江刺岩手LC旗争奪
中学生バレーボール大会

前沢LC 20日 献血推進活動

水沢中央LC

〜2月18日 ライオンズ国際平和ポスター・コンテスト
2月19日 台湾南部地震へ義援金送付

14日 ひかりの箱募金

17日 使用済み切手13645枚、使用済み
カード20枚、未使用テレカ16枚送付

22日 LCIF「ユニセフSchool in boxへ
＄500送金

24日 岩手県ユニセフ協会へ贈呈

金ケ崎LC

14日 ひかりの箱募金

〜18日 小学校6年間無欠席、小中通算9年
無欠席の児童・生徒への皆勤表彰

19日 国際地球デー 桜移植

胆沢岩手LC 11日、17日、18日 奥州市胆沢区内の小・中学校対象　
優良児童生徒表彰
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訃 報

陸前高田LC（つどいの丘支部）
故 L 菅野 さとみ
享年56歳（2012年5月入会）
3月19日ご逝去

会員動向

クラブ名 会員名（新入 / 再入 / 転入）
盛岡 LC 小笠原　純　子

盛岡中津川 LC

稲　見　恵　子
稲　見　忠　行
中　岡　大　起
星　　　洋　治

盛岡南 LC
相　澤　　　武
山　本　正　人

滝沢 LC 野　藤　裕　子
二戸 LC 城　戸　伸　治
西根 LC 松　田　大　志
花巻 LC 林　　　祥　子

花巻東 LC

太田代　智恵子
小　原　克　子
川　村　恵　子
川　村　真　哉
川　村　康　裕
五内川　洋　子

クラブ名 会員名（新入 / 再入 / 転入）

花巻東 LC

下川原　恵美子
菅　原　志　保
藤　原　美　鈴
山　下　智恵子

北上 LC
岩　壁　幾　子
大　平　篤　史
鈴　木　典　子

北上国見 LC 小　原　節　子
一関 LC 宇　部　和　彦

一関中央 LC

阿　部　さおり
小野寺　純　子
小　岩　真喜子
小　岩　美　香
菅　原　ユリ子
高　橋　悠　介
本　田　ゆかり
松　倉　芽菜子

クラブ名 会員名（新入 / 再入 / 転入）
一関中央 LC 松　倉　美　芽

大東岩手 LC
菊　池　伊都子
牧　野　敦　子

川崎岩手 LC
金　野　善　友
那須野　香　里

陸前高田 LC
金　野　絵　美
佐々木　千　惠
吉　田　きみ子

大船渡五葉 LC
佐　藤　ひとみ
千　葉　佐知恵
渕　上　栄　子

陸中宮古 LC 原　田　優　子

岩泉龍泉洞 LC
長　山　　　敦
畠　山　和　英

大槌 LC
小　川　キミ子
小　川　弘　之

陸中山田 LC 堂　田　祐　輔

3 月 新入会員一覧

クラブ名 会員氏名 MJF 回数
盛岡不来方 LC 小苅米　基　弘 1
盛岡南 LC 猿　舘　伸　俊 13
石鳥谷 LC 似　内　一　子 2
花巻東 LC 永　田　博　三 3
和賀 LC 高　橋　　　敏 2
一関中央 LC 小　岩　丈　郎 10

3 月 LCIF ＄1000 献金

5R1Z
宮古岩手LC 6日 第30回陸中宮古LC旗争奪剣道大会

久慈LC
2日 献血推進活動
3日 使用済み切手　8527枚送付
27日 桜の木のテングス病駆除

陸中宮古LC

5日 第30回陸中宮古LC旗争奪剣道大会
11日 「鎮魂　夢灯り」開催
15日 ひかりの箱募金
17日 百獣の王ライオンコンペ開催
24日 スポーツ文化振興基金表彰式開催

田野畑LC −

岩泉龍泉洞LC

11日 東日本大震災3.11メモリアルイベント
16日 岩泉町交通安全対策協議会出席
17日 交通安全に係る夕方ライト早め点灯運動協力
23日 三陸鉄道　乗車運動イベント列車運行支援

5R2Z

釜石LC

1日 釜石商工高等学校　卒業式
11日 釜石市東日本大震災犠牲者追悼式
11日 釜石・大槌仏教会主催東日本大震災追悼
11日 東日本大震災「鎮魂の碑」清掃
16日 第417回LL奉仕活動

遠野LC
2月5日 ひかりの箱募金
16日 リサイクル品の回収

釜石リアスLC

9日 ひかりの箱募金
11日 東日本大震災「鎮魂の碑」清掃
11日 東日本大震災犠牲者追悼式
13日 東日本大震災復興チャリティコンサートVoL.5
22日 東中学校にキーボード贈呈

大槌LC 11日 東日本大震災犠牲者追悼と「希望の灯」清掃
陸中山田LC 11日 東日本大震災　追悼式

ライオネスクラブ
西根LS −

レオクラブ

盛岡LEO
18日 盛岡市議会訪問
22日 卒業・就職を祝う会

早池峰LEO −
石鳥谷LEO −
北上LEO −
一関二高LEO 1日 卒業レオ別れ会
釜石LEO −
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西根LC陸中宮古LC

今年度アクティビティ目録贈呈式「鎮魂 夢灯り」開催

滝沢LC

図書カード寄贈

水沢LC

献血推進活動

釜石LC

江刺岩手LC

北上LC

花泉LC

新入学児童へランドセルカバー贈呈 東日本大震災「鎮魂の碑」清掃

江釣子LC

室根LC

東日本大震災犠牲者 5 周年追悼式
第15回江刺岩手LC旗争奪
中学生バレーボール大会

蟻塚公園桜の手入れ健康啓発セミナー

金ケ崎LC　

小学校6年間無欠席、小中通算9年
無欠席の児童・生徒への皆勤表彰
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ア ク テ ィ ビ テ ィ  フ ォ ト グ ラ フ

　桜の花も咲き、いよいよ春も本番となってきました。これか
らは木々の若芽も色を濃くして青葉の時期を迎える季節へと
移っていくのでしょう。
　「災害は忘れた頃にやってくる。」の言葉もありますが、東日
本大震災の復興も道半ばの状況の中、九州地方の熊本県、大
分県を中心に大災害が起こりました。被災により亡くなられた
方には、ご冥福をお祈り申し上げます。また被災された方々に
はお見舞いを申し上げます。
　ライオンいわても４月号を発刊し、残すところ５月号、６月
号の 2 号分だけとなりました。終盤を迎えて最後まで気を抜
かず走り抜けていきたいと思います。

（ライオンいわて編集委員会　委員一同）

《表紙の写真：紫波城山公園》  紫波町のほぼ中央に位置する、小高い山に城山公園はあります。春には約 2,000 本を超える桜が公園を
彩る、桜の名所です。公園へ続く遊歩道にできる桜のトンネルは見ごたえがあり、お花見シーズンにはたくさんの見物客で賑わいます。

編 集 後 記
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